






　心身障害を生じるさまざまな疾患の中で,複雑な遺伝的要因と環境要因の双

方が病因となって発病すると考えられる疾患群の占める割合いは,単一遣伝子

の異常または染色体の異常が病因となる疾患群に比べて格段に頻度が高い。こ

の種の疾患群は一括して,多因子病と呼ばれている。

　多因子病に共通する一つの特徴は,その成因が何れも複雑なことであって,そ

のために個々の疾患の発病機構を解明するとぎ多くの困難に遭偶する。このよ

うな困難にもかかわらず,現在の医学が当面している心身障害の予防という重

要課題の解決のためには,頻度の高い多因子病の成因に関する研究の推進が必

要であるという認識が次第に深まっている。


